
の雪結晶であるとの確信を我々に与えてくれまし

た．四手井先生は特異事例として記述されてい

て，当時はそこから語り継がれるような物語にな

りませんでした．それは残念なことではあります

が，今日の我々はその論文から一種勇気をもらっ

て，それが物語になりうることを知ったわけです．

このことから，私は二つのことを学びました．

一つは，自然をよく見ること，そしてその現象

の記載がいかに大切かということです．最近は事

実の記載は「論文」としない傾向がありますが，

自然は多様であり，我々が安易に物語を作るより，

自然の記載がはるかに勝ることがあることを実感

しました．自然をよく見ること，そしてその正確

な記載をおろそかにしないことを肝に銘じようと

思います．

もう一つ思ったことは，四手井論文から見て，

60 年もたっているわけですから，当時未来に位置

したはずの現在の我々が，そこから大いに学んだ

という事実です．あるいは論文に勇気づけられた

と言ってもいいでしょう．このことは私に「論文

は未来のために書く」ということをあらためて教

えてくれました．

「論文は未来への贈り物」あるいは「未来へのパ

ス」と語った学者がいます．私は今回それを実感

しました．

若い皆さんは，論文は自分の業績のために書く，

あるいは書かされると思っておられる方も多いで

しょう．また，自分はこんなに優秀なのだ，とい

うことを知らしめるために書くという人もいるか

もしれません．そのような「野心」を全く否定す

る訳ではありませんが，「未来への贈り物」として，

あるいは「未来の研究者へのパス」として書くと

いう側面もあることを頭の隅においていただけれ

ば，きっと論文を書く時に大きな気持ちで望める

と思います．

私はもう歳で，後どれだけ働けるかはわかりま

せんが，できるだけ未来へ良いパスを多く送れる

（贈れる）よう努力したいと思います．

私ごとばかりでつたない挨拶でしたが，以上を

もって受賞のご挨拶としたいと思います．

本日はありがとうございました．（抄録終わり）

私のように遅れてきた研究者がなんとか研究を

続けられたのも雪氷学会という包容力あるコミュ

ニティのおかげと思っています．重ねて感謝申し

上げます．今後は，少しでも恩返しができるよう

努めてまいりたいと思っています．今後ともよろ

しくお願い申し上げます．
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学 術 賞 を 受 賞 し て

名古屋大学大学院環境学研究科 藤田 耕史

このたびは「アジアにおける氷河変動の実態解

明研究」に対し，学術賞をいただきありがとうご

ざいました．フィールド観測を主体とする研究成

果を評価していただいたことに対し，深く感謝い

たします．

2002 年に平田賞をいただいた際には「オリジナ

リティがない」などと屈折した「学会賞受賞者の

ことば」を綴ってしまいました（藤田，2003）．そ

の受賞直後に南極ドームふじ基地での越冬を経て

以降，それまで続けていたようなフィールドどっ

ぷりの生活はできなくなったものの，自身と名大

雪氷グループの研究は大いに発展させることがで

き，充実した十年間でした．特に，「現地観測」「数

値実験モデル」「衛星データ解析」の三本柱からな

る研究手法を有機的に研究に取り込めたことが，

この発展につながったと考えています．
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「現地観測」は，南極からの帰国後，2004 年前後

から急速に普及した GPS 測量機器に大いに助け

られました．それまでは光波測距儀によるまばら

なデータだったところが，歩いた場所全てでデー

タが取得できるようになりました．ここ十年で出

版した，現地観測データにもとづく論文のほぼ全

てに GPS データが使われているといっても過言

ではありません．とはいえ，導入当初は現在のよ

うに GPS 本体や電源周りが省電力化，小型軽量

化されておらず，2007 年頃までは日々肩の凝るシ

ンドイ観測でした．

今回自身の論文リストを眺め直して感じたの

は，自分にとっての大きな転機は 2008 年に

Journal of Glaciology に出版した，ブータン調査

に関する論文でした（Fujita et al., 2008）．初めて

の GPS 測量とその結果の解析に加え，初めてデ

ジタル標高データ（DEM）を，これまた初めて使

い始めたGIS で解析するという，自身にとって初

めてのことばかりに取り組んだ内容でした．査読

者からは用語の遣い方から解析方法の詳細にいた

るまで，数多くのコメントをもらい，一度ならず

別の雑誌でリジェクトされるなど，苦労に苦労を

重ねて出版までこぎ着けました．その甲斐あっ

て，GIS や衛星データの扱いに慣れることができ，

その後の研究の展開に大いに役に立っています．

ですが，衛星データは基本的に誰でも利用可能で

すので，ありきたりなアプローチでは存在感を示

すことはできません．そこで，GPS 測量の結果で

衛星 DEM の精度検証をすることを思いつき，

2007 年にネパールのクンブ地域を巡る測量を実

施し，時間はかかりましたが成果を出すことがで

きました（Nuimura et al., 2012）．

この転機となった論文のデータを得た 2004 年

のブータン調査では，カウンターパートの局長か

ら「君ら研究者はデータを得て，論文を書いて，

それでハッピーかも知れないが，結局君らの調査

の何がブータンの役に立つんだ？」といった趣旨

のことを言われました．このキツイ一言は，論文

を書く動機の一部にもなり，論文を出した後も長

い間モヤモヤとした感情として沈殿していまし

た．この問に対する自分なりの回答として，2009

年から 2012 年にかけ，多くの関係者の協力を得

ながら JICA-JST の SATREPS プロジェクト

「ブータンヒマラヤにおける氷河湖決壊洪水に関

する研究」を立案，運営することができました．

こうした大型プロジェクトを大きな支障なく運営

できたのは，参加してくれた方たちの協力はもち

ろんですが，大学院生時代に上田豊さんや中尾正

義さんにプロジェクト運営に関して大いに鍛えて

もらったからと感じています．

一方で，「現地観測は重要だ」「現地観測は精度

が良い」と言いつつも，地域代表性の有無につい

ては常日頃問題と感じていました．また，現地観

測と衛星観測との不一致は，ヒマラヤの氷河研究

業界でも取り組むべき喫緊の課題として認識され

ています．データ数を簡単に増やすことのできな

い質量収支の場合，現地観測の結果だけではなか

なか論文にしづらいという実際的な問題もあり，

質量収支モデルを利用したアプローチにも取り組

んでいます．このモデル（Fujita and Ageta, 2000）

は平田賞をいただいた研究で構築し，自分として

は「使用済みツール」的な位置づけでしたが，こ

こ数年，中国人研究グループへ協力することで，

いったことのないチベットの氷河への適用や

（Zhang et al., 2013），北大チームへの協力を通じ

てグリーンランド周辺の氷帽へ応用するなど，思

いの外息長く使うことができています．また，こ

うした協力の際のやりとりをきっかけに，新しい

活用アイデアが生まれるなど「なかなか質量収支

も奥が深い」と感じているこの頃です．

せっかくの機会ですので，自分の成果発信につ

いて，その方針を述べておきたいと思います．当

研究室のホームページ（www.cryoscience.net）や，

そこからたどれる各種研究者データベースを見て

いただければわかることですが，最近，自らが筆

頭で書く論文については，なるべく多様な雑誌に

掲載することを目標に据えています．投稿から査

読を経て，受理に至るまでの過程で多様な意見を

もらう機会が増えますし，多様な人たちの目に触

れることによって自分の存在をアピールできると

思っているからです．ここ数年でこの目標は達成

できていると自負していますが，副作用として査

読依頼が異常なまでに増えてしまい，いささか難

渋しているところです．指導学生らの分も含め，

出版した論文数の二倍は引き受けるようにしてい

るつもりですが，自らの研究の方に支障が出つつ
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あるので少し断る勇気を持たなければ，と思い始

めているところです．

「受賞を機に，雪氷やBGRに積極的に投稿して

学会の発展に貢献を」とお約束して終わりたいと

ころですが，そうも言っていられない状況を書い

ておきたいと思います．昨年まとめた特集号にそ

の一端を書きましたが（藤田，2014），IPCCのヒ

マラヤ氷河スキャンダルをきっかけに，欧米の研

究チームがこぞってヒマラヤの氷河研究に参入し

ています．衛星データ解析やモデル研究だけでな

く，現地観測を元にした研究も精力的に進められ

ていて，すさまじい勢いで論文が出つつあります．

また，中国の研究グループの勢いには目を見張る

ものがあり，研究の質も十年前とは比べものにな

らないほど高いレベルに達しつつあります．そん

な中目についたのが，ある論文の序章にて，日本

のグループによるブータンヒマラヤでの成果をい

くつか挙げた後に書かれていた以下のフレーズで

す．“Not all of these studies are peer-reviewed,

and the uncertainties associated with the reports

are not well known.”（Rupper et al., 2012）．十年

前であれば国際誌での成果発信を怠ってきた先輩

達の不作為を嘆いていたところですが，今は自ら

の責任を強く感じています．ヒマラヤの氷河研究

を取り巻く奔流の中で存在感を示すためにも，ま

た，上記のような失礼なことを外国人研究者に書

かせないためにも，多様な国際誌で成果を発信し

続けなければいけません．ただ，これが研究のモ

チベーションでは健全とは言えませんし，そもそ

も楽しくありません．ヒマラヤの氷河を舞台にま

だまだやりたいことはたくさんありますし，欧米，

中国の研究者が（たぶん）まだ思いついていない

アイデアもいくつかあります．これからもいろい

ろな方たちとヒマラヤに出かけ，大いに成果を発

信していくことができれば，と思っています．

最後に，これまで数多くのフィールドにつき

あってくれた皆さんと，毎回快く送り出し，また

出迎えてくれる子供達，公私のパートナーである

坂井亜規子さんに感謝します．
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